
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯学習に意欲的な児童が多い。 

◯仲間と学び合うことが好きである。 

△数学的な見方・考え方を働かせて考えた

り、筋道を立てて説明したりする力に弱

さがある。 

△自分の考えを伝えたり、自分の考えと他

者の考えを比べて考えたりする力に弱さ

がある。 

△知識を活用する力に弱さがある。 

☆自ら課題を見つけ、見通しをもって解決に取り組

む子 

☆筋道を立てて考え表現できる子  

☆積極的に自分の考えを話し、仲間の意見と関わら

せながら自分の考えを広め、深める子 

☆新たな問いを見出し、次への意欲を高められる子 

研究内容２   

数学的な見方・考え方を働かせ、考えを広げ、深め合う対話活動の工夫 

➀具体物、図、式、言葉などを用いて説明し合ったり、伝え合ったりできる場の工夫 

②仲間とつなぐための「見方・考え方」・「聞き方・話し方」の工夫 

③考えを広げ、深める学び合いの形態の工夫 

・具体物、図、式、言葉などを用いて説明し合ったり伝え合ったりできる場の工夫 

研究内容３  

学びの実感につながるまとめの場の充実 

①ねらいに沿ったまとめの工夫 

②本時の振り返りの工夫 

研究内容１   

導入の工夫 

➀既習事項を学習内容と関連づける指導の工夫 

②児童のやる気を生み出す発問の工夫 

 

心ゆたかに たくましく 生きぬく子 

【対話】とは 

➀…自分と他者の間において言葉を交わすこと。  

②…（話すこと・聞くこと）、（書くこと・読むこと）という双方

向の言語行為。 

③…「発信」・「応答」の双方向の活動。  

④…対等な関係で複数人において成り立つ。  

⑤…話者の背景（身体・経験等）を含めて対話が成立する。 

⑥…対話は、結論・終末を定めて行うものではない。（結論を出

すことではない） 

【授業における対話場面】 

➀学習内容の確認をするための対話     課題づくり 

②確認した事柄を解釈するための対話    個人追究 

③それぞれの知識や生活経験などをもとにした 

考えや思いにかかわる対話   ペア・小集団・全体 

④他者との対話をもとに、自分自身との対話 まとめ 

 主体的に学び合うことができるよう学習過程を工夫することで、数学的な見方・考え方を働かせた多様な考え方にふれ、仲間の考えのよさに気付くこと

ができ、学びあう楽しさや分かる喜びを感じ主体的に学ぶ子を育成することができる。 

これとこれって、

同じだから仲間じ

ゃないかなあ 

まとめると、〇〇さ

んと△△さんが言

った□□という理

由から☆☆となる

と言えるんだね。 

ここを見てください。

〇〇のことから、△△

と考えました。 

ここに線を引いて

分けて考えると解

けるんじゃないか

なあ 

〇〇さんの話を聞い

て、△△と書き直した

ら、ああそういうこと

かあ。と思いました。 

ノートを活用したグループ交流 

発表ボードを活用したグループ交流 タブレットを活用したペア交流 具体物を活用したペア交流 対話（本時の学び）の交流 


